
利益相反とは 

医学医療の研究には、学術的成果の社会への還元（公的利益）だけでなく、産学連携等

により生じる私的利益が発生する場合があり、この二つの利益が研究者個人の中に生じる

状態を利益相反（conflict of interest: COI）と呼びます。 

 

「埼玉医科大学病院 COI管理委員会」は、病院長からの審査依頼により、研究実施に先立

って提出された当該研究者の自己申告書内容を元に、深刻な COI状態や潜在的に生じる

COI 状態の有無を確認し、それらを回避するための指導や助言を行っております。 

このように当院では、医学系研究の実施にあたり、研究に参加する研究対象者の安全性

や人権保護を行うとともに、研究者の COIについて適切な管理を行っております。 

当委員会では、以下の図のように、狭義の利益相反と責務相反を合わせて広義の利益相反

をマネジメントの対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利益相反（広義） 

狭義の利益相反＋責務相反 

利益相反（狭義） 

研究者が産学連携活動によって得る利益

と、研究者としての責務が相反する状態 

責務相反 

当院職員が、兼業活動等により企業等か

ら負っている職務遂行責任と、当院にお

ける責務が相反する状態 


